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JENESYS2015（招へいプログラム）  

（対象国：ブルネイ,テーマ：（社会）社会交流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ブルネイより漁業・水産加工業、金属

加工製造業に関心を有する社会人 10名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政

策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、2月 22日から 3月 1

日までの 8泊 9日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

ブルネイ 10名 

 

３．訪問地 

東京都(全員)、和歌山県(全員)、大阪府(5名) 

 

４．日程    

2月 22 日（月）成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

 

2月 23 日（火）～2月 28日（日） 

1．漁業・水産加工業グループ 

 【視察・講義】築地市場、国立研究開発法人水産総合研究センター、みなとみらい 

 東京都庁視察後、和歌山県へ移動 

 【視察・講義】和歌山県水産試験場、近畿大学水産研究所 

 【地場産業視察】株式会社ヤマサ脇口水産 

 【ホームステイ】、【ワークショップ】、【商業施設視察】イオンモール和歌山 

 2．金属加工製造業グループ 

【講義】日本の製造業について、【視察】株式会社北嶋絞製作所、浅草寺 

 大阪府へ移動 

【学校交流】大阪府立大学、【歴史的建造物視察】和歌山城 

【視察】新日鉄住金株式会社 和歌山製鉄所、株式会社寿精密（金属加工工場） 

【ホームステイ】、【ワークショップ】、【商業施設視察】イオンモール和歌山 

 

2月 29 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

 

3月 1日（火） 成田国際空港より出国 
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５．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

 

 

 

2/22 来日時オリエンテーション（東京都） 2/23 日本理解講義 （東京都） 

  

2/23 【視察】株式会社北嶋絞製作所（東京

都） 

2/23 【視察】国立研究開発法人水産総合研

究センター（横浜市） 

  

2/24 【学校交流】大阪府立大学（羽曳野市） 
2/25 【視察】近畿大学水産研究所（東牟婁

郡） 
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2/25 【視察】和歌山県水産試験場（東牟婁

郡） 

2/25 【視察】新日鉄住金株式会社 和歌山

製鉄所（和歌山市） 

  

2/25 【歴史的建造物視察】和歌山城（和歌

山市） 
2/26 【視察】株式会社寿精密（伊都郡） 

  

2/27 【ホームステイ】（日高郡） 2/28 【ホームステイ歓送会】（日高郡） 
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６．参加者の感想   

◆ ブルネイ 社会人 

 今回のプログラムでの経験は素晴らしいものでした。日本では伝統や文化が保たれ実

践されていることにとても印象付けられました。日本人は互いを尊重し、礼儀正しく振

る舞っています。言葉の壁はありましたが、身振り手振りで意思疎通を図ることができ

ました。日本の持つ技術にも感銘を受けました。訪問先の企業では各社独自の専門性で

成功を収めており、私達にとって良い意識づけとなりました。又、仕事やビジネスに熱

心で情熱を注いでいることにも驚きました。工夫に冨み、熟練した技を持ち、常に将来

のことを考えていると思いました。帰国後、日本人のそういった素晴らしい意思の強さ

と活力を伝え、我々も同じように成功を収めることができるように向上していければと

思います。 

 

◆ ブルネイ 社会人 

 日本の地方都市を訪問することができて良かったです。最先端の技術を多く学ぶこと

ができました。日本人は自分の国をきれいに保っているということに強く印象づけられ

ましたが、そのような価値のある素晴らしい生活をブルネイの人々にもして欲しいと思

います。最も思い出深く、貴重な経験は日本の普通の家庭に滞在したことです。日本人

の生活様式を体験し学ぶことができました。帰国後、この経験を自国の人々にも伝え日

本に訪れることを勧めたいと思います。 

 

◆ ブルネイ 社会人 

 水産について最も印象的なのは魚養殖産業でつかわれている方法と技術です。たとえ

ば、衛星データを使用してのマグロの生息地や回遊パターンを把握するような研究です。

文化面でも大きな印象を受けました。人々は素晴らしいパーソナリティを持ち、親切で

助けてあげようという気持ちにあふれています。さらに印象的なのは都市から田舎まで

広がる美しい景色です。生活に対する考え方を教えてくれた日本人に感謝します。 

 

 

７．参加者の報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/新聞掲載 

  

日本での気づき アクションプラン 
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日本での気づき アクションプラン 

 

新聞掲載 

 


